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日本人間ドック学会における
特定健診・特定保健指導に対する準備状況

特定健診・特定保健指導対策委員会副委員長

野村病院予防医学センター 高橋英孝

2008年5月7・21日

主な内容

人間ドックについて

施設
– 人間ドック健診施設機能評価

– 人間ドック健診施設機能評価サーベイヤー

ヒト
– 人間ドック認定医

– 人間ドック健診情報管理指導士（人間ドックアドバイザー）

– 人間ドック健診食生活改善指導士（人間ドック食生活アドバイザー）

モノ
– 特定健診・特定保健指導用パンフレット

– 特定保健指導用ＤＶＤ

野村病院予防医学センターでの取組み
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人間ドックの歴史

1938年 東京大学 坂口内科に民政党代議士 桜内、俵が健康チェックで入院。

1954年 東京第一病院 坂口康蔵名誉教授、小山博士によって『人間ドック』が始まる。

1959年 第１回 日本病院会・『短期人間ドック医療担当者発表会』発足。

1973年 日本病院会予防医学委員会に自動化健診施設の第２部会を設置。

翌年、優良自動化健診施設を健保連に推薦開始。

第１回自動化健診システム研究会発足。

1994年 自動化健診学会を『総合健診学会』に改称（後の日本総合健診医学会）。

1999年 （財）日本医療機能評価機構が発足。

1999年 第40回日本人間ドック学会学術大会 人間ドック認定指定医制度スタート

2004年 第45回日本人間ドック学会学術大会 人間ドック健診施設機能評価スタート

2005年 有限責任中間法人格を取得し、日本病院会から独立

2007年 人間ドック健診情報管理指導士・人間ドック食生活改善指導士研修スタート

2009年 第50回日本人間ドック学会学術大会および50周年記念式典（予定）

日本人間ドック学会・施設会員 1434施設

日本病院会・会員施設 2945病院

合計 3731施設（重複648施設）
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2004年9月より実施しています。
2008年3月現在285施設が申請中で、既に202施設を認定しました。

人間ドック健診施設機能評価

目的
– 人間ドック健診施設の評価を行い、みなさんが安心して健診を受けられる

ように改善していくことを目的としています。

– 対象施設

対象となる施設
– 一日ドック（日帰りドック 等）

– 二日ドック（一泊二日ドック 等）

評価の方法
– 書面での評価と調査員による訪問調査による評価の二段階で行われます。

また、評価結果を「人間ドック健診施設機能評価委員会」にて最終的に判
断し、認定します。

特定保健指導に対する対応

集合契約
特定健診実施施設 1607施設
特定保健指導実施施設

動機づけ支援 1373施設
積極的支援 1290施設
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認定対象者
医師、保健師、管理栄養士

修了対象者
看護師、健康運動指導士

●日本人間ドック学会の個人会員または施設会員職員
●日本病院会の施設会員職員（正会員・施設会員・賛助会員含む）

認定対象者
看護師、栄養士、歯科医師、薬剤師
助産師、准看護師、歯科衛生士
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人間ドックアドバイザー

序論
①人間ドックの歴史

②研修ガイドラインについて

基礎編
①健診・保健指導の理念

②保健指導対象者の選定と階層化

③保健指導（概論）

④保健指導（各論）

⑤ポピュレーションアプローチとの連動

技術編
①メタボリックシンドロームの概念

②行動変容に関する理論

③生活習慣病改善につなげるための
アセスメント・行動計画

④「情報提供」、「動機づけ支援」、「積
極的支援」の内容

⑤生活習慣病予防に関する保健指導

「身体活動・運動」、「食生活」、

「たばこ・アルコール」、「歯の健康」

⑥人間ドック健診におけるがん検診に
ついて

⑦コーチングの技術

⑧保健指導の展開（演習）

序論25分＋基礎編・技術編12時間（16単位）
受講料 45,000円（テキスト代・認定手続料含む）
※看護師、健康運動指導士は20,000円
（テキスト代・修了証発行料含む）

説明会

特定健診・特定保健指導（確定版）説明会

4/20（金）東京厚生年金会館 参加者1915名

特定健診・特定保健指導健診データ取扱い及び費用の請求等に
関する説明会

7/10（火）東京厚生年金会館 参加者1827名
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研修会実績・予定

平成19年度実績
第1回（平成19年7月28～29日）
東京慈恵会医科大学 認定者438名
第2回（平成19年8月4～5日）
東京慈恵会医科大学 認定者443名
第3回（平成19年9月23～24日）
東京慈恵会医科大学 認定者502名
第4回（平成19年11月2～3日）
東京ビッグサイト 認定者467名
第5回（平成20年2月22～23日）
東京ビッグサイト 認定者560名
認定者 2410名
– 医師1191名
– 保健師622名
– 管理栄養士597名

修了者 420名
– 看護師419名
– 健康運動指導士1名

平成20年度実績・予定
第6回（平成20年5月16～17日）
はあといん乃木坂 参加者195名
第7回（平成20年7月19～20日）
はあといん乃木坂 定員200名
第8回（平成20年8月8日～9日）
笹川記念会館 定員150名
第9回（平成20年10月3日～4日）
京都リサーチパーク 定員200名
第10回（平成20年11月14～15日）
はあといん乃木坂 定員200名
第11回（平成21年1月23～24日）
福岡国際会議場 定員250名
第12回（平成21年2月6～7日）
はあといん乃木坂 定員200名
研修予定者 1400名

平成19年度担当講師
奈良昌治（日本人間ドック学会理事長）

山門實（特定健診・特定保健指導対策委
員会委員長、三井記念病院総合健診セン
ター所長）

高橋英孝（特定健診・特定保健指導対策
委員会副委員長、野村病院予防医学セン
ター所長）

小山和作（日本赤十字社熊本健康管理セ
ンター名誉所長）

谷合哲（オリックス株式会社グループ健康
推進室室長）

福田洋（順天堂大学医学部総合診療科准
教授）

伊藤千賀子（グランドタワーメディカルコー
ト ライフケアクリニック所長）

和田高士（東京慈恵医科大学附属病院健
康医学センター長）

福井敏樹（NTT西日本高松診療所予防医
療センター所長）

津下一代（あいち健康の森健康科学総合
センター副センター長）
宮地元彦（国立健康・栄養研究所 運動
ガイドラインプロジェクトリーダー）
村上晴香（国立健康・栄養研究所）
土江節子（神戸女子大学家政学部教授）
本田佳子（女子栄養大学栄養学部教授）
村上文代（安田女子大学家政学部教授）
中村正和（大阪府立健康科学センター健
康生活推進部長）
畠山雅行（東京都結核予防会顧問）
佐々木温子（東京衛生病院健康医学科）
三原修一（日本赤十字社熊本健康管理セ
ンター副所長）
日野原茂雄（山中湖クリニック予防医療セ
ンター長）
水嶋春朔（国立保健医療科学院人材育成
部長）

（敬称略、担当項目順、所属は当時のもの）
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平成20年度担当予定講師
奈良昌治（日本人間ドック学会理事長）

山門實（特定健診・特定保健指導対策委
員会委員長、三井記念病院総合健診セン
ター所長）

高橋英孝（特定健診・特定保健指導対策
委員会副委員長、野村病院予防医学セン
ター所長）

小山和作（日本赤十字社熊本健康管理セ
ンター名誉所長）

伊藤千賀子（グランドタワーメディカルコー
ト ライフケアクリニック所長）

和田高士（東京慈恵医科大学附属病院健
康医学センター長）

福井敏樹（NTT西日本高松診療所予防医
療センター所長）

福田洋（順天堂大学医学部総合診療科准
教授）

宮地元彦（国立健康・栄養研究所 運動
ガイドラインプロジェクトリーダー）
村上晴香（国立健康・栄養研究所）
村上文代（安田女子大学家政学部教授）
土江節子（神戸女子大学家政学部教授）
本田佳子（女子栄養大学栄養学部教授）
中村正和（大阪府立健康科学センター健
康生活推進部長）
畠山雅行（東京都結核予防会顧問）
佐々木温子（東京衛生病院健康医学科）
三原修一（日本赤十字社熊本健康管理セ
ンター副所長）
奥田弘美（メディカル＆ライフサポートコー
チ研究会）
水嶋春朔（国立保健医療科学院人材育成
部長）
津下一代（あいち健康の森健康科学総合
センター副センター長）

（敬称略、担当項目順）

独自の研修会テキスト
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人間ドック食生活アドバイザー

健康づくり施策概論

1. 社会環境の変化と健康課題

2. 健康づくり施策

3. 生活習慣病とその予防

生活指導及びメンタルヘルスケア

1. 生活指導と健康に影響する生活環境要因

2. 個人の健康課題への対処行動（保健行動）

3. ストレスとその関連疾患及びストレスへの
気づきへの援助

4. 個別・集団の接近方法

5. ライフステージ、健康レベル別健康課題と
生活指導

栄養指導

1. 栄養・食生活の基礎知識及び今日的課題と
対策

2. 食行動変容と栄養教育

3. ライフステージ、ライフスタイル別栄養教育

健康教育

1. 健康教育の理念と方法2時間～

2. 健康生活への指導プログラムの基礎知識と
方法

3. メタボリックシンドロームに対する健康教育

4. 口腔保健

運動の基礎科学：運動と健康のかかわり

研究討議：意見交換（メタボリックシンドロー
ム関連）・グループワーク

特別プログラム：がんを予防する食生活
本編30時間＋特別プログラム1.5時間
平成19年度認定者 206名
平成20年度上半期研修予定者 1000名
受講料 4万円（テキスト代含む）
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当学会による責任編集！（委託ではありません）
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人間ドックの概念

健 診

検 診

保健指導

がん検診

動脈硬化検診

その他の検査

行動計画

栄養

身体活動

人
間
ド
ッ
ク

保健指導が無ければ人間ドックではない！


